
本講座はバイオ(生物)をナノ(10億分の1)レベルで活用する最先端技術“ナノバイオテクノロジー” に関して
様々なトピックを取り上げてわかりやすく解説する人気シリーズです。今回は、「極小で極上のナノバイ
オ技術」と題した、生物をナノの世界で理解し、操作する最先端の科学技術トピックスを解説いたしま
す。「特別講義」では、自然環境中の生物を１細胞レベルで分析する技術の開発で著名な早稲田大学の竹
山春子教授と、DNAをナノレベルの材料として活用する研究の第一人者である東京大学の塩谷光彦教授か
ら最新の研究成果について講義していただきます。
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細胞内での核酸の振る舞いを
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シングルセル解析技術開発と
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DNAでナノ世界のものづくり！
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